
石川県立金沢桜丘高等学校
第２学年  人文科学・自然科学コース

平成２７年度

課 題 研 究 作 品 集



 
 

平成 27 年度課題研究内容一覧 
 

○人文科学コース 

班 研究テーマ 研 究 内 容 班員 担当教諭（教科）

１ 
あの有名な妖怪は、今

の…  

山姥は妖怪とされているが、実は人

間ではないかと考えた。人間の中で

も特に認知症の老人がその正体だと

いう仮説について、検証を行った。

荒井大輝、小林規之、

高木裕矢、西川暢人、

矢部竜季、山田晃平、

渡辺裕也 

新田百合子（国語）

２ 
なぜ人は物を買うの

か？  

ヒット商品が自然に発生するのでは

なく、企業の努力によって作り出さ

れていくものではないかという仮説

について検証した。  

石川和希、宇波丈太朗、

奥野美和、中口海、 

林敬大、道下彩花、 

山岸千紘 

大田新（地歴） 

３ 世界のファッション 

世界各地におけるファッションの歴

史を調べ、人々の服装は簡素化して

いくのではないかという仮説を検証

した。  

岩多夏歩、奥野友里愛、

杉本奈柚、髙松美晴、

谷口静香、吉谷美伽、

割出穂乃香 

松田佳子（地歴）

４ 
World of JK 

～difference of 

culture～ 

世界の女子高生の幸福度に着目し、

日本の女子高生は最も幸せであると

いう仮説を検証した。  

今川裕美佳、小城弥優、

中村海里、西谷音々、

濱中優衣、三木映里奈、

吉本真由 

長谷川崇（英語）

５ 
七不思議の観光戦略に

せまる！ 

中世の世界七不思議の物語性と観光

戦略との関係を調べ、物語性は観光

戦略において重要な役割を持つとい

う仮説について、検証を行った。  

石垣里桜、浅田詩織、

大江美咲、茶谷美月、

山﨑由美、表麻美、 

吉田季里子 

阿部恭子（英語）

６ 
僕たちの知らない世界

～字幕・翻訳の極意～

翻訳家や通訳者などプロが英語を理

解する秘訣を調べ、実際にそれを実

践すると英語が理解しやすくなるか

どうかについて実験を行った。  

開栄祐、竹森隆登、 

竹腰倭人、吉野晃弘、

岩森匡史、岡田修斗 
前田昌寛（英語）

 
 

○自然科学コース 

班 研究テーマ 研 究 内 容 班員 担当教諭（教科）

１ 電磁加速砲 

物体を時速100kmで動かすためには

どうすればよいか。簡単な電磁加速

砲をつくり様々な条件でテストを行

った。  

中橋圭太、鈴木雄大、

長谷川拓実、舟橋和也、

杉岡虎太郎、松本惟、

石野翔 

中村努（理科） 

２ ３７の倍数判定法 

素数の倍数判定法について研究して

３７の倍数を簡単に見抜く方法を見

つけた。  

梅澤侑平、青木勇磨、

安部田夏帆、天池菜摘、 

坂野上陸、中村時史、

西尾輝陽 

鈴木裕太（数学）

３ 一筆書き 

一筆書きの定理をもとに、新校舎の

最短ルートをつくった。また、一筆

書きできる図形について、何通りの

書き方があるか調べた。  

岩間礁、大海仁嗣、 

潟邊武大、津田裕弥、

中野勝章、南隼人 
中村和博（数学）

４ 
ベルトランのパラドッ

クス 

１つの問いから、なぜいくつもの解

を導き出せるかを研究した。その結

果、問題文の曖昧さが多くの解釈を

生み出していることが分かった。  

橋本直弥、宮本幹也、

越能俊介、前川永遠、

松﨑勇斗、沖野由佳、

物応瑠菜 

濱崎正明（数学）

５ 
燃えるときの炎の色の

違いの正体 

炎色反応を確かめる中で、青とオレ

ンジの炎の違いが知りたくなった。

そこで、含まれるC･H･Oに注目し、

条件をかえて実験を行った。  

土田竜也、四柳丈志、

平尾一斗、宮田墾、 

山村康志郎、松枝甚平、 

宮川健 

田辺博子（理科）

６ 
植物の発芽と成長に影

響を与える要因② 

セイタカアワダチソウの植物抽出液

によって、様々な種子の発芽・発根

・根毛の発生に対する阻害作用が見

られた。  

浅井桃花、宇野瑛莉香、

角田うらら、吉田有沙、

小松さくら、 

矢田茉里奈 

横井俊介（理科）

中村こすも（理科）
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石川県立金沢桜丘高等学校 

世界のファッション 

 

岩多夏歩 奥野友里愛 杉本奈柚 髙松美晴 谷口静香 吉谷美伽 割出穂乃香 

 

１．目的 

 世界史や日本史の授業を受けている時に資料集に載っている写真を見て、時代によって変わって

ゆく衣服に興味を持った。そこで、人々の服装は簡素化していくのではないかという仮説を立て、それ

を検証することにした。 

 

２．方法 

 インターネットや本で世界各地域のファッション史または伝統衣装について調べてまとめる。 

 

３．考察 

ヨーロッパでは古代ギリシアの伝統衣装である「キトン」からはじまり、それから豪華絢爛なドレスの時

代となる。しかし、近代になると現在のスーツに近い燕尾服が登場し、女性もボリュームのあるドレスか

ら体のラインに沿ったデザインのものが流行した。現在では、男女とも自由な服装である。 

アジアでは各地域により宗教上の理由や気候に適した服装が多く見られる。それぞれ特徴に違い

はあるが、どれも足元まで隠れるものである。 

 アフリカではターバンなどイスラム的なものを身につけ、また、熱帯アフリカでは一枚布を体にかけた

り巻いたりしている。他国では見られないような独特な色合いのものが多い。 

 日本では十二単など豪華な服装から始まり、後に鎌倉から江戸にかけてそれらが簡略化され、明治・

大正・昭和にかけては洋服が導入されている。その後も服装の簡素化は続き、現在では着物を着る機

会も減り、普段は洋服を着て生活することが一般的となった。 

 

４．結論 

 各国の考察から、人々の服装は軽く自由なものになってきている。その例としてジーンズがあげられ

る。ジーンズは、素材はフランス、技術はイギリス、原型の完成がアメリカというように、連合国繋がりで

生産された。その後世界の中心とも言える連合国の影響により、各国でジーンズが発展していった。こ

のように洋服が広がっていくことによって、民族衣装などは廃れていってしまうのではないかと思われ

る。しかし、儀式等の伝統行事ではやはり自国の伝統衣装を身に着ける国が多い。 

 

５．今後の課題 

 民族衣装は各地域の文化を表すものであるから、守られていくべきだと思う。だから私たちは、その

民族衣装を守るために何ができるのか、より研究を深めていきたいと思った。 

 

６．参考文献 

深井晃子 (2013) 『ＦＡＳＨＩＯＮ 世界服飾大図鑑』 河出書房新社 
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 石川県立金沢桜丘高等学校 

七不思議の観光戦略にせまる！ 

 

石垣里桜 吉田季里子 浅田詩織 大江美咲 茶谷美月 山﨑由美 表麻美  

 

１．目的 

本課題研究では、興味深い「世界の七不思議」の遺産の背景にある物語性を把握し、それらがどの

ように観光戦略に利用されているかを明らかにすることで、物語性が観光戦略において重要な役割を

持っていることを明らかにする。 

仮説：「世界の七不思議の背景にある物語性は、観光戦略において重要な役割を持っている」 

 

２．方法 

まず、中世の世界七不思議の建造物に関する歴史と観光情報を調べ、①物語性を持つ遺産、②建

造物としての魅力を持つ遺産、③その両方を持つ遺産、の３つに分類し、①と③に属する遺産の観光

情報における共通の宣伝文言を明らかにして、考察する。次に、日本人観光客がそれらの物語性に

対してどのような評価をしているか、観光客の意見を集めて考察する。最後に、それらの両者の分析を

合わせ、全体的な考察を試みる。 

 

３．考察 

世界七不思議の建造物のうち、物語性を持つ遺産はストーンヘンジであり、物語性と建造物の魅力

の両方を合わせ持つ遺産は、万里の長城とアヤソフィア博物館というように分類し、それらの観光情報

におけるツアーのキャッチフレーズや紹介文を調べたところ、「謎」、「謎の解明」、「神秘的」、などの言

葉を含む宣伝文や伝承が多く見受けられた。一方、日本人観光客による旅行後の感想や意見をまと

めたガイドブックや観光サイトによると、それらの宣伝文や伝承に影響されて観光地を訪れた観光客が

多く、イメージ通りの内容であったという評価が多かった。 

「謎」、「謎の解明」、「神秘的」、などの言葉を多く含む宣伝文や伝承は、「不思議」という言葉から連

想されるものであり、七不思議が遺産の背景にある物語に関連づけられ、観光プロモーションに利用

されていることがわかった。また、多くの日本人観光客が、各国の不思議プロモーションを積極的に受

け入れて、その地を訪れていることがわかった。これら両者の視点から、物語性は観光戦略において

重要な役割を持っているといえよう。 

 

４．結論 

 各国は七不思議の背景にある物語に関連づけた宣伝文や伝承を積極的に発信して、観光客の好奇

心や冒険心を刺激している。また、日本人観光客は、物語性に関連したプロモーションに大きく影響さ

れて、それらの観光地を訪れていることから、世界の七不思議の背景にある物語性は、観光戦略にお

いて重要な役割を持っていると結論付けた。 

 

５．今後の課題 

日本人観光客だけでなく、外国人観光客の意見も収集し、それらを比較する試みが必要だろう。 

 

６．参考文献 

日高健一郎監訳 （2014） 『世界遺産百科全 981 のユネスコ世界遺産』 柊風舎 

地球の歩き方編集室編 (2014) 『地球の歩き方－ヨーロッパ』 ダイヤモンド社 
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Railgun 

Nakahashi Keita Suzuki Yudai  Hasegawa Takumi Sugioka Kotaro  
Funahashi Kazuya  Matsumoto Yui  Ishino Sho 

Abstract 
What should we do in order to move an object at 100km per an hour? We found the rail gun. The rail 

gun is a device which accelerates an object by Lorentz force and begins to shoot. We made the simple 
rail gun and tested it on various conditions. 
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Figures drawn with a single stroke of the brush 

Iwama Syo    Oumi Masashi    Katabe Takehiro  Tsuda Yuya   Nakano Katsuaki  Minami Hayato 

Abstract 
We studied figures drawn with a single stroke of the brush, and discovered the shortest route for the 

new school building by using the theorem of single stroke. We also figured out how many ways there are 
to draw a figure with a single stroke. 
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Paradox of Bertrand 

 Naoya Hashimoto Mikiya Miyamoto Syunsuke Koshino Towa Maekawa  
Taketo Matsusaki Yuka Okino Runa Motsuo 

Abstract 
We experimented why there are many answers in one question in “Paradox of Bertrand”. As a result, 

we found that ambiguity of the question made a lot of interpretation. The answers cannot be limited just 
one. 
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The Color of the Flame 

Tsutchida Tatsuya Yotsuyanagi Takeshi Hirao Kazuto Miyata Hiraku 
 Yamamura Koshiro Matsueda Jimpei Miyakawa Takeshi 

Abstract 
We had an interest in the difference between flames at flames reaction and general blue or orange 

flame in the stove. We presumed that elements C,H and O have connections with the color of the flame. 
We conducted experiments changing conditions, and found out [concluded] that the ratio of those 
elements does indeed have something to do with the colors of the flame. 
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☆動機  

どうして花火にはいろんな色があるのかと

思ったから。 

☆仮説  

炎の色の赤と青の違いは炭素の酸化の 

度合いに関係があるのでは？ 

☆仮説の理由  

1.炎色反応だけでは説明できない色の存在

があるから。 

2.すすが発生したり、しなかったりしたから。 

燃えるときの炎の色の違いの正体 
 

石川県立金沢桜丘高等学校 ２年 自然科学コース 

土田竜也 四柳丈志 宮田墾 平尾一斗 山村康志郎 宮川健 松枝甚平 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで・・・この違いは?   

 

 

～炎色反応～ 

・ある特定の元素を燃やしたときに 

見られる炎の色の変化 

＜EX＞ 

・硝酸銅→緑 

・塩酸→黄～緑 

・硫酸銅→青緑 

・塩化リチウム→深赤 

 

 

・塩化ナトリウム→燃えただけ? （黄） 

※あくまで実験結果です。 

～炎の赤と青の違いの実験 

１． シクロヘキサンとベンゼンを燃やす       

{C6H12}     {C6H6} 

２． ブタノールとメタノールを燃やす 

{CH3(CH2)2CH2OH}  {CH3OH} 

３． プロパノールとヘキサンを燃やす 

{（CH3）２CHOH}  {CH3(CH2)4CH3} 

結果 

1. ベンゼンを入れた燃焼皿にだけすすがつ

いた 

2. ブタノールは青い炎で、メタノールは無色

の炎だった 

3. プロパノールの炎の色は青色で、ヘキサン

の炎の色は赤色だった 

考察 

１． Ｈの割合が低いほどすすが出やすい 

２． ＣＨ２の割合が高いほどより炎が青くなる 

３． Ｏの割合が高いほど炎が青くなる 
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Allelopathy of the plants 2 

Momoka Asai Erika Uno Urara Kakuda Sakura Komatsu Marina Yata Arisa Yoshida 

Abstract 
From the experiments using extract from tall goldenrods(Solidago altissima L),we found that they 

prevent roots of other plants from growing. They try to take advantage of other plants by this Allelopathy. 
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